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一 語 戴の 一般的 構造 

語翁 は意缝 質と して た 言語 單 位の li- まりで ある。 日本語で 「舟 は」 とい ふとき 「は」 は ""単に 文法, 係 を あら はすの み 

であって、 それ a ら として は 何ら 具體 的な 容を 有して ゐ ない。 「舟」 なる 要素 を 文法の 軌道に 乘 せて 文中に おける 一 

定の關 係の 中に 入らし める だけの ものである。 我々 はかう した 「は」 の 如き もの を 文法 I 只 或は 形態 質と いひ、 「舟」 の 如 

きもの を 意義！ ：！； と いって ゐる。 言； 詰 によって はこの 二つの 部分の！^ 別が 明瞭で なく、 例へば ラ テ ン 語 の 如く gvis と 

いへば 已に 「舟 は」 であって、 「舟 を」 とい ふとき は navim とし、 「舟」 と 「は」 又は 「を」 と を 分 出す る ことの 出來 ない も 

の や、 同じ様に 又 口 シャ， ¥i の 如く lodka と 云へば やはり 「舟 は」 であって 「舟 を」 は lodku とい はれ SSf なる 「舟」 だけ を 

柝 出し な いもの、 卽ち 意義 質と 形態 質が 離して は考 へられな いもの も あるが、 反對に 支那 語の 如く 一 ？ T ュ i 1 語の 殆ん 

どすべ てが純粹な意^^^-でぁって^堪にそれらが文中にぁらはれる際の文車法的關係にぉぃて文法^を^てゐるもの、 

卽ち 明瞭に 意義 質 を 取り出し 得る 言； 認も ある。 一 ロに犟；^6とぃ っても內容は言語にょって 一 1;.=^ しない ものであるが、 
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これら を 通じて 云 ひ 得られる こと は、 我々 がー 定の 音韻 系列 を單 語と して 認める の は， その 中に 多少と もの 意義 質が 

認められ るからで ある。 勿論 意義 質 はすべ ての 單語 において 同一 の 強さ 同 一 の 分量 を 以て あら はれて ゐる ので はな 

い。 その 程度に 應 じて 單 語に も 「單語 性」 の 高い ものと 低い ものが ある。 何れまで を單 語と 認める か は 場合 や 見方に よ 

つて 一定し ない。 故に 嚴密に 云って、 語彙と は單 語の 集まりで はなく、 意義 質の 集まり 及び その 體 系と 見なければ な 

ら ない。 しかし 素朴に 見て 單 語の 集まりと 兑 做す こと も出來 るで あらう。 否、 實際 上の 語 麁 の 取扱に おいて は 單語を 

以て 進んで 充分で ある。 私 は 以下 單 語と いふ 術語 をよ く 使 ふで あらう が、 それ は以， i.! の やうな 意味に おいてで あると 

思って 戴きたい。 

そして 文法 質の 梨 まり 及び その 撮き 方の 體 系が 所謂 文法で あり、 また 形態論で ある。 しかし 文法と 語 翁と は必 すし 

も 一 定不變 の！： 定 した 關 係の 中に 立つ ので はない。 語彙 は 一 定の 文法の 軌道に 乘 つて 言語に おける 活動 要素たり 得る 

とい ふの みであって、 一 定の語 ， まに は必す 一 定の 語彙が 對 しなければ ならない と 云 ふので はない。 語彙 は 種々 な耍素 

が 方方から 來り 加って、 言語 を 構成す る 諸種の 體 系の 中で も 最も 變 動し 易い ものである。 日本語の 語彙に 關 しても 本 

來の 日本語の 外に 多くの 漢語、 少數の 南洋 語 朝鮮語 梵語、 近來は 殊に 多くの 西洋 語 を 加へ て やはり 一 定の 文法の 軌道 

の 上 を 滑 かにす べつて ゐる。 歐羅巴 や 西南 アジアに ゐるジ プシィ の 言語 は アル メ  一！ ァのジ プシィ を 除く 外、 すべて 語 

龜の 大部分 を 行く先 先の 土地の 語蠡 を攝 つて ゐ るので あるが、 文法 だけ は 自らの もの を 使用して 不便 を 感じない。 吾 

國 における 漢文の 讀 方な ども、 支那 語 を 語彙的 耍 素に 碎 いて、 その 語彙 を 日本語の 文法に かけて 廻した ものと いふ こ 

とが 出來 る。 


本來 自らの 言語に 腾 しない 他の； #i からの 惜用 要素 を 使^す る こと は、 何れの 首 語 を 問 は， K 何れの 時代に も あつ 

た 車に 相 遠ない。 人類に 交通が あり、 交涉が あり、 人生 的 活動が ある 限り、 最も 太古から 行 はれて ゐた 避く ベから ざ 

る社會 的、 否" 人間的 事實 であらう。 しかし 我々 は實 際の 言語 活動に あたって は、 我々 の 使^し 所有す る語麁 にかく 

の 如き 起原 的 盖異の ある 事に は 注意 しないの が 常で ある。 何れの 耍 ia^ も 我々 の 言語 活動に 必要なる 單位 として 全く 同 

1 の 取扱 を亨 けて ゐる に過ぎない。 語彙 は その 言語 を 使 W しつつ ある ものに 取って は 全體 として 一様 無差別の 統一 體 

である。 際立って 著しい 漢語、 未だ 新しい 洋語の ほか、 和 ，語*漢，語， 洋語 は 相 倚って 一 の 今日の 日本語の ES 體 系の 

平原 を 構成して ゐ るので ある。 

單 に全體 としての 語彙が 起原 的に 由來 的に 問題と せられない のみなら す、 麁の 中の 一 語 一 一 ぼ i も 亦 その 語源 その， H 

來を 意識 せられる ことなく 用 ゐられ る。 少く とも その 使 ffl せられる 瞬間に は 一 般 にさう である。 今日 「吟味」 と稱 せら 

れる もの は、 それが 前代に あって は 「詩句 を 吟じ味 ふ」 ところの 玩味 評の 語であった j$ を 知って 川ゐる もの は少 い。 

「揚句」にっぃても同じ15^-でぁる。 その 「前身」 を 意識 しないと ころ、 意義 を 必要と しないと ころから、 身元が 忘れら 

れ、 ここに 所謂 俗間 語源 解なる ものが 生れる 可能性が ある。 近頃 街道に 賣られ てゐる パン ケ. I キ について は 見る 人の 

殆んど すべてが パ ン卽ち 「鍋」 で 揚げた 菓子で ある 事 は 知らす、 パ ン卽ち 麵飽と 解す るで あらう し、 元より 寶 つて ゐる 

人に も かかる 「正しい」 意識 はない ことと 思 はれる。 この の 語源 解 を r ル破る ことにお いて 我々 は 驚く ほど 鈍感な ので 

あって、 地下足袋が id 接に 地 を 履む 足袋で ある ことにす らも 氣 がっかな いので ある。 語 とその 要素が その. E 來を問 

題と せられない 程度 を 我々 は 推して 知る 事が 出來 る。 
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おの 一 般的 構造  . 

從 つて 本來 EE 一  の Si 截單 位であった ものが 使用の 相違の ため 分化した ものに ついても， 我々 は その 身元 を 洗 はすに 

それぞれ^ 例の 單 Si として 扱って ゐ るので ある。 上 *祌.髮* 狼、 何れも 元は 「上方」 を 指し 天 を 指し、 尊ぶべき もの 

を さす 一 の 「力 ミ」 から 來てゐ るに か- "はらす、 我々 に 取って は已に 同音異義の^ 個の 單語 (ホモ 一一 ム) であって、 我々 

はか かる il 係 を 知らない。 否、 知って ゐて は、 一 つ 一 つ 意 li して ゐて は、 曾 語 を 行る ことが 出來 ない ので ある。 IS は 

馬屋で あり、 蚊帳 は 蚊屋で ある こと すら 我々 の 意義に は 忘れられ 勝で ある。 

翁の 成立 過程と 現在の 意識と は必 すし も 一 致しない。 語 象に あって は 常に その 現 時 性 を 注意し なければ ならぬ。 

また 十 年 前の H 本， ii、  二十 年 前の 日本 si、 更に 遡って 明治 初年 或は 舊幕 時代 一 般に行 はれて ゐた、 日本語の 語彙 を 思 

ふなら ば、 時代の 遡る につれ て、 ，や _H 通に 使^せられて ゐた 洋語の 數も 少なく、 漢語の 量 も 種類 も 亦 共に 今より 少な か 

つた Iss- に 注意せられ るで あらう。 これに 並行して 和語の 數も 使用の 範 11 も廣 かった 事 も 亦 明らかな 事實 である。 しか 

も これらの 代 時代に おける 人々 に は當時 常時の 語麁 が全體 として 一 の 緊密な 全體 をな して ゐた事 は、 今日の 我々 に 

對 する 今日の 日本語の 語彙と Ci: 様で あつたに 相違ない。 彙の體 系に は變 化が あった。 奈良朝 以前の 日本語の 語彙に 

は 殆んど 和-語 のみが a 出された であらう。 奈良 朝に 入って はや、 漢語が 自. e に 混用せられ、 次第に 日本語の 語彙の 中 

に 確 II たる 地歩 を 占めつつ 當 時の 語彙 體系 中に 融合 せられて 行った 蔡が 見出される。 平安朝 をす ぎ 鎌 倉 期 室町 時代と 

なれば、 社會ゃ 政治の 上の 激しい 變動は 語 暴の 上に 鋭敏に あら はれ、 和語 漢語 を 問 はす 全體 的に 前の 時代と は甚 しい 

入れ 替 へが 行 はれて ゐる ia^ が 11? 取せられ る。 しかし 洋語 は 未だ 何らの 勢力 を 我が 語彙の 上に 及 ほして はゐ なかった。 

戰國 から t;- 川 時代に かけて 洋語 は 日本語の 語彙の 上に カ强く あら はれ はじめて 來 たので ある。 語彙 それ 自體 において 
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は內 部に 多大の 變 化を經 ては來 たが、 それぞれの 時代の 人々 に 取って はや はり 破 錠の ない 一 の 統一 體 であった。 語 i 應 

は統 一 體な るが 故に 圆 滑に 働く 察が 出來 るので ある。 

；;^ i ぶ棠は 統一 體 であるから、 同じ 内容 を あら はすに 初め a なる 意義 質が あり 次に b なる 意 IS 質が あら はれて 來た場 

合、 a と b は 相； A に 恬然と して 同じ 內容を あら はして ゐる事 はない。 例へば 日本語 中の 洋語に しても、 はじめの パ 

ッテ (ィ) ラに對 して 英語の ボ ー トが 後から^ 場して 來た とき、 この 二つ は 相互に 反撥し 或は 意味 合の 擔當區 域 を分擔 

する に 至り、 或は 地理 的に 相互から 隔離せられ、 或は 社會的 地盤 を 別にす るに 至る。 語彙の 一部に おける 變動は に 

他に 波及す る" 語 戴 中の 一 要素が 變動 するとき 他の 耍素 もこれ に 伴つ て大なり小なりの影響を受けざるを^^なぃので 

ある。 「ぉ物」にしても^s:服」なる物と單；^liが出來てから如何なる分野の局限を受けた^^でぁったかc 殊に 服が 洋服の 

み を さす iEj となって、 和服 は 「和」 の斷り 書き を必耍 とする ことにな つた。 の iss^. 噴 を さす 名稱が 二つ 以上になる 場 

合、 一方 或は 双方が 意味 合 を かへ 地盤 を 分ける の は  一".^ の 過程で ある。 單に襄 物の 名稱に 止まらない。 動. 1 形 界詞の 

如きに あっても 同様であって 一 般に M 一  概念 同 一 事^ を あら はすに Hz 一  债 僚の 意義 質が 數個 共^す る こと はあり 得な 

いので ある。 ドィッ|^11 についても speisen-essen  (給食す る)、 springen-llapbeu  (跳ねる)、 sclilagen-lmuen (打つ) 

の 如きが あるが、 多くの 人々 に對 して speisen する こと は 出 來ても esseii する こと は出來 ない。 コップ は spnngeu 

しても llrlpfen する こと はない。 時計 は sellings する が luuien しないの である。 染の體 系 中には かくの 如き 「言 

語 經濟」 が.？：^ に 行 はれて ゐる。 

單に 12  一  明 を あら はす 數 偶の 意 該^に おいて 「^済」 が 行 はれる のみなら す、 M  一  ；^1叫形が異なる|5_^項をぁらはす£勿 

, _2K の I  iS: ^坊^ 
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語 〈Jiw 一  般的探 造  - 

合に も か、 る 形の 上の 分化が 行 はれる 泰が ある。 例へば 新 潟 地方に は r シ」 と 「ス」 の區 別が 不明瞭な ため、 鹽も スォと 

發晉 せられ、 延 いて S と 茄子 は 何れも ナスと なり 區 別が 着かない、 卽ち 梨の 方 は 木に 成る 故に キ ナス (木 梨) として 茄 

との 混同 を 免 かれて ゐ るので ある。 また フランスの ガスコ ー 一一 ュ 地方で は 古い -11- は -t に變 つてし まふ 倾 向が あつ 

たため、 ラテン ITS の gallus  (鶴) はこの 地方で は gat となり cattus  (猫) から 來た gat と 同じ 形に なって しまった。 

猫と 鶴の 如き もの を 同 一 の 語形 を 以て あら はして 置く 事 は 不便で も ありまた 危險 である、 殊に 農家に あって は。 卽ち 

「鶴」 の 方 を 姿 f 船の 類推から 牧師に 引き あてて vicaire 卽 ちその 地の 方 首で いふ bigey にかへ てし まった。 時には 雄 

(faisan) にあて はめて azi と 云 ふ 事 も ある。 猫 は gat であり 鷄は bigey である。 語 養に はかくの 如くして 常に 表現 

の 明確 を 求める 傾向が 働いて ゐる と共に、 所謂 シノ 11 ムを 利用して 表現 を 微細なら しめる 作用が 動いて ゐる。 シ ノー 一 

ムとは 同 一 內 容と價 值の單 語の 群で はなく して 同 一 事項に 關 して 11 ュ アン スと憒 値 を 異にする 表現の 手段の ことで あ 

る。 勿論 この 倾向は 言語に よって 異なり、 同一 言語で あっても 時代に より、 殊に 職業 團體 によって 犬に 異なる。 

に 或る 方面の 職業 を挈る 人々 の 言語 は その 方面の 表現に は 極めて 細かい til 別 を 求めつつ あるの は事實 である。 學 問に 

おける 所謂 術語の 如き もこの 意味に おいて は 一 の職棄 語と 考 へる が出來 る。 一 般 語の 語彙の 豐富化 は 特殊 围體 から 

の 影響で ある 事が 多い。 分業の 組織 は 一般 語 を、 然ら ざる 時よりも 遙に速 かに 發展 せしめる ものである。 

さて 漢語が 勢力 を 得て 來 たの は、 我國が 支那との 交涉の 下に その 文化的 支配 を 受けた 結 某で あり、 近来 洋語 若しく 

は 洋語に なぞった 和語 漢語が 我々 の 語 戴の 上に 勢力 を 張って 来たの は、 南蠻 の渡來 以来、 精神的 物質的に 西洋の 文化 

的 影響の 下にあった 蔡を 示して ゐる。 印度 系の ウル ドウ 語が ひどく ぺ ル シャ 語彙に 支配 せられて ゐ るの は 古くから ぺ 
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ル シャの 文化 宗敎の 支配の 下に あり 精神的に はべ ル シャ的 生活 を 送って 來 たからで ある。 アラビア 語の 抽象的 方面 を 

表 はす 語彙 要素が 多く ギリシャ 語から. 2 來 する ものである こと も 同じ 现.^ である。 アイヌ 語に 日本語の 跡 を 認める S- 

の出來 るの は 上代の アイヌ も 吾々 の 古き 文化の 或 方面 を 輪 入し、 その 影響の 下に 立って ゐた 第 を 示す。 語彙 は 言 Igi を 

構成す る 諸 部分の 中に あって、 その 言； 語 を 使用す る團體 若しくは 民族の 文化的 位 澄 を 最も 明瞭 にあら はす 部分で あ 

る。 從 つて 文化的 位置が 移動 すれば 語彙の 構成 も 亦相應 じて 變ら ざる を 得ない。 古代 支那の 文化 函 にあった 吾 國が近 

世 以降 次^に 西歐 文化 蹈に 入る によって、 語彙の 上に も 我々 の 知る やうな 變 動が 起りつつ あるので ある。 文字の 弘 

通 もや はり 文化 園の 問題と 關係 する 現象で ある。 我々 が 漢字 を 使用す る 事 は 同じく 支那 文化 園の 中に あった 明證 であ 

り、 今！ 1 1 マ 字 運動が 起る の は西歐 文化 围 に 入って ゐ るが 故で ある。 ただ 文字 は 一旦 採用 せられた 以上 染の 如くに 

滑らかに 替 へて ゆく 事が 出來 ない。 語4染はぁまり我々に近しぃためか右にも兒た如く却って我々 には無意識的な_^=在 

となって ゐる。 且つ 部分的に 差し かへ る 事 も出來 る。 目に 立つ 文字に はか &る事 も 許されない。 その 言語 民族の 文化 

史的 位^ を迎 るた めに は 文字よりも 語ュ i の 方が 便利で ある。 しかし この 際に は 極めて 方法論 的な 手賴が 大切で ある。 

單 純に 語 翁 を 通じて その 民族の 文化 を大觀 しょうと する の は 極めて 危險 である。 しかも か、 る 遗り方 は 今日に あって 

もな ほ 結論 をク. 1 ぐ 社 會舉^ 歷史蔡 者に は 多い。 方法論 的に 進むならば 此に 依て 比較的 微細な 點ま でも その 民族の 歷史 

を 迎 る 専 が出來 る。 ミクロ ー シ ッ チ ュ が歐羅 巴の ジブ シ ー の 進路 を 11 ベた の は 彼らの 語 4 某に おける 外來耍 素の 研究に 

よってであった。 彼ら は 中世の 印度から 中世 印度 語 を 持つ て (勿論 方言 的に 様々 である、 Jules  Blocli, ！;  indo-aryeii. 

Du  v£a  aux  temps  modemes.  Paris,  1934.  P.  IS. その他)、 西方へ 侵入して 來 たので ある。 また 印度の 梵語が 最 

. 新 の 一般的 構^ 
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の  一 的 構造 

も 古い 時代から 印度 南部の ド ラヴ イダ 語ゃ柬 北部の ム ンダ ー 語と 交涉 して ゐた 事もシ ルヴ アン • レヴィ 氏ゃブ シ ルス 

キ ー 氏が 語彙 研究に よって 次第に 明哳 にして ゐる ところで ある。 

ただに 右の 如き 移動し 易い 對 外的 交涉の 方面の みならす、 內 的に 見ても 語彙 は該言 圑體 の精祌 史的 變邀の 一 部 を 

明らかにして ゐる が ある。 日本語 本來の idi 彙は 最も 古い 我々 の文獻 によって 窺 はれる 如く、 感情 若しくは 感情的 方 

面 或は 受動的 思惟の 方面 を 示す 語彙に は豐 富で あるに 反して、 理智的 推理 的、 或は 今日の 西洋、 十：！ 代の 支那 印度の 哲 

舉に兑 られる 如き 能動的 思惟の 方面 を 示す ものに は 非常に 乏しい。 後 來佛敎 を 入れ、 儒敎を 輸入し、 哲擧 的な 3 心 索が 

行 はれる に 至って は， それらの 表現 は 一 に 外來の 表現に よらなければ ならなかった。 主として 漢語で あり、 漢語の 背 

後に は 印度の W 心 索が 流れて ゐる。 元来 一 百 語 は 或 程度まで 我々 の 先験的 認識 形式と なる ものである。 我々 は 生れ 落ちる 

から 修得した 言語に 許されて ゐる 表現の 數 だけの 周圍を 見、 表現 以上に 進んで 新しい 世界 を兑 出す iej は 凡俗の よくな 

し 得る ところではない。 普通に 我々 は 言語 一 《 それ も 特に 母語 11 の 描く 枠の 中に 「精神 生活」 をして ゐ るので ある。 

古き 時代の 日本 語彙に 能動的な 思惟の 概念 を あら はす 表現がない こと は 我々 の視 先が 思惟 を 意識に 上す ほど 能動的に 

思索し なかった こと、 思索の 觀 念の なかった 事 を 示す ので ある。 この 事 は客觀 的の 寨赏 として われひと 共に 認めな け 

れ ばなら ぬ。 西洋 哲擧が 專ら行 はれる 今日に あっても、 m ゐられ る 語彙 は 西洋の 語 * を漢譯 したの が 普通で ある。 尤 

も 解釋學 的な 學の 傾向が 西洋に 起って から 我國 にも 或點 まで 和語 を 用 ゐて譯 出 表現す る倾 向が 兑 える けれども、 こ 

れ にも その 後に 西洋の 思索の 息吹の ある を 忘れて はならない。 本當 のと ころ を 云へば、 純粹の 和語 は 哲擧的 思惟 

を 行る だけの 發逹を 遂げて はゐ す、 また ゐ なかった ので ある。 或は 當初& ：擧的 思惟に 進まん としたと きに、 進歩した 
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外國の 思索の 影響 を 受けた ために 自らの 哲舉を 建^し、 自らの 雷 語 を 以て その 表現たら しめる 訓練の 機 會を失 ひ、 敢 

て 自ら 別に 表現 を 創造す る必耍 を 認めす、 また 認め 得なかった とも 見る 事が 出來 るで あらう。 しかし 要するに 當初我 

我の 祖先 は 哲攀的 思惟に 無關 心であった 事 は窜赏 である。 彼ら は 思惟に 向 はす、 感情に 奔 つた。 詩に おいて は 思想 歌 

が 少なく 叙 15?^ 詩が 發 達せす、 抒情 的 方面の みに 勝れて ゐた。 この 倾向は 今日の 歌壇に おいても 殆 んど變 つて ゐ ない。 

語彙の 哲舉的 方面が 發 達の 通れた 事と、 今 もな ほ 日本の 社會 と哲學 との ギャップが：^ して 狭くな つたと 云 ひ 5:- られな 

い 寧と が、 深いと ころで 關係 する こと、 も考 へ るが 今 は 述べ てゐる は 出来ない。 耍す るに 我々 は 我々 の； ォ； i ュ (朵 を檢す 

る ieS によって、  >1 先が 如何にして 外來の §：： 學、 否 に 明確に 云へば 外来の 哲梨 語彙に よって、 次第に 恐 惟に 惯れて 行 

く 事が 出來 たかを 知る isj が出來 る。 語^に は該 言語 圍 體 の經 過し 來 つた 內面 的な 精神 性の 勝史が あら はれる。 

—— 內 的に 外的に、 語彙に は 文化が あら はれる。 時の 流れの 或 一 點を 取り、 この 點を 通じて 横に 切った 面に あら は 

れる語 4 某の 斷而は 常に 一 の 體系を 構成して ゐる。 しかし 時の 流れと 共に 語彙の 中には 或 部分に おいて 變化 m は 換が行 は 

れてゐ る。 嚴密に 云へば * 語 戴 を 使 W する こと それ. 0 らが 常に 變 移の 契機 をな して ゐる とも 云 ふこと が出來 るので あ 

る。 從 つて 相 當距 たる 時點 における 二つの 面 は 相互に 著しい 對照を 示す。 體 系が 組み 替 へられる ので ある。 あら はれ 

る畫 面は異 ふが パ レットの 上で 使った 色 i 亞の數 は 同じで ある こと も あらう。 また 異 ふこと も ある。 しかし， は 常に 

各 要素が 張り合って ゐる統 一 體 である。 

例へば 鐵 道の 仕 を 掌る 人と 仕 立に 從 is^ する 人と では Ei: じく 「仕 15^」 と 云っても その， 2： 容が遠 ふ。 前？^ は に 目の前 

の  一 « 的 構造  n 


UK 蒙の 一 的 IS 造 

に鐵路 を.. 5 ひ 浮べる であらう し、 後者 は 直ちに 仕 立 台 を 思 ひ 出す であらう。 語彙的に 聯想され る 要素 を 拾って ゆくな 

らば、 前者 は 次に シグナル を m 心 ひ、 鐵橋を 3 わ ひ 架線 を 思 ふで あらう し、 後者 は 鉄 • 鋟* 釘へ と 聯想 は 飛ぶ であらう。 

前者の 語彙 は 交通 11 係に おいて 廣く 且つ 細かく、 後者に は 織物に ついて さう であらう。 語 <t=SS は 言語に より、 時代に よ 

つて 異る のみなら す、 個人に より 職業に より、 また 社會 的の 級に よっても 決して 一 様で はない。 特に 分業に 向 ふ 近代 

社會 において は 職業 用語 は 次第に 分化 發 達する。 職業に よる 獨特な 用語の 集まり を それぞれの ス ラングと 云 ふ。 仕事 

の 分化の 程度の 進む と共に ス ラング も 一 般の 言語と は無關 係に なって 來 るの もまた 自然で ある。 殊に 特殊 卑賤な 職業 

(？) に從裹 する 仲間の 語彙 は 我々 は 全く これ を 理解す る ことが 出來 ない。 彼ら は 理解せられ ない 語彙 を 故意に 作る の 

である。 一 般に 一 般 語の 語彙 要素が 特殊 圑體 職業 團體の 語彙に 入る とき その 指向す ると ころが 限 局され ると 共に 表現 

が明權 となり 意味が 狭くな り 特殊 化される ものである。 同時に 多く は 限 局され た 方向に 向って 意味が 强く 伸びる。 反 

對に 特殊 圑體 から 一 般社會 に これらの 單 語が 改めて 「借用」 せられた とき 一 般社會 に適應 する ため 意味 は廣 くなる けれ 

ども、 元の 特殊 社會 において 付與 せられた 特殊な 色彩の 多く は 保持して ゐる。 lii 某の 中に おける 變化 はか かる 內部的 

借用 關 係から 來る こと も 多い ので ある。 日本語の 語彙 中に おける 特殊 團體 職業 社會 から 借り出されて 來た耍 素 は數へ 

るに 堪 へない 程で ある。 鷹匠の 一 言葉、 俳 匠の 言 薬、 武家の 言葉、 商人の 言葉 …… 。 この 點 について 西洋の 言語に 闢し 

て は メイ ェ の 「如何にして 單語は 意味 を變 する か」 (LinguMstique  liistoi ム que  et linguistiquo  g へ >n へ rale-  raid.  1921. 

所：^。  二三 〇 真 以降 殊に 二 四 四 頁 以下) に 興味 ある 叙述 を兑る 事が 出来る。  • 
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右の 如く 一般 社 會の言 語、 特殊 社會の 言語に 關 する 語彙の 外に、 個人に ついても また それぞれの 語彙が ある。 內的 

外的の 生活が 個人に おいて 統一せられ、 その 統一 せられた 生活 は 他の 侗人 における 統一と は 必然的に 異る 如く、 個人 

の藏 する 語彙 も 性質 範圍 において 決して 他の 個人の それと は 同 一 では あり 得ない。 かくの 如く 個人に よって 異る _g 戴 

は、 社會關 係に おいて は、 個人と 個人との 交渉 折衝に よって 一 定の 程度まで 平均せられ 相殺され る。 勿論 その 属する 

社會關 係の 何れ かによ つて 平均 せられた 平均 語彙に も 開きが あるに 相違ない。 政治 社會、 實業 社會、 擧術社 會には そ 

れぞれ 性質と 範圍と を 異にする 語 戴が ある。 個人の 語彙 體系を 第 一 次的體 系と すれば、 社會 における それ を 二次的 

とする ことが 出來 る。 尤も これ は單に 便宜上の 事であって 發生 的に 前者が 後者に 先立つ と 云 ふので はない。 第 一 次 的 

の ものと 第一 一次 的の ものと は 大部分に おいて は 合致すべき 蒈 であるが、 しかし 全然 個人的な もの は 第 一 次 中に あって 

第一 一次 中には 存 しないの が 常で あり、 全く 社會 的な もの は 第 一 次 中には 單に 交渉 的に のみし か存 しないの が 普通で あ 

る。 この と 第二次の 語彙の 使 ひ 分け も 我々 が社會 にある 限り 常に 苦心して ゐる ところであって、 最近 輸入 的に 唱 

導せられ る文體 論の 一 つの 問題の 存 すると ころも こ& にある。 11 我々 は 第 一 次 的 語 4 港に よって 侗人 を： nlT 第二次の 

語彙に よって 社會 生活の 中に 入り、 社. S3 の 營みを 聞く 事が 出來 る。 從って所謂||準^叫なるもの」|!&5梨は種々な，語^1ょ 

りの 一 般社會 的 平均 相殺 若しくは 選 撣 の 上に 立つ ものである。 

我々 はよ く 文人に ついて その 使 S した 用語の 數を無 反， に 議論す る ことがある。 しかし この 際に もお の やうな^ 1 

次 的ハが 二次的の 觀 念を冇 しなければ ならない ので は あるまい か。 シ " 1 ク スピア は 一 萬 五 千から 二 萬 四千の 單語を 使 

用した と 云 はれ、 ミルトン は 七 千から 八 千 語、 新約に は 約 四千 八 百の 語數が あると 一 K はれる。 ^^書の場合は^とし 

k: 安の 一 般的 «造 
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ISif おの 一 般的 構？： SI  、 

て、 ミル トン ゃシ I 1 ク スピアの 場合に おいて は、 彼らが 作品 中に 使 招した 單語の 中には 作者の 日常 使用す る ものの 

外に 作" ^ の耍 求す る 種々 の 社會の m 語 を も 取り入れ たに 相 遠ない。 自分の 語彙より 却て 他人の 語彙の 方が 多い かも 分 

ら ない。 彼ら も 仲間と 語り 家族と 話す 際に は 舞臺ゃ 作品 中の すべ て の 單語を 使用した ので はない の は 明らかで ある。 

m 心 ひの 外に 彼らの 第一 次 的 語 翁 は 量的に 局限せられ たもので あつたか も 分らない。 ま た 作品 外 にも 彼らの 語 翁 は 仲び 

てもゐ たで あらう。 作品の 用語 は 彼らの 語 戴と はまた 別で ある。 故に 或 作者の 用語集 を 以て その 作者の 語彙の^ 態 を 

直に 稚量 する 事 は屮： 來 ない。 1^ 様に また 萬 葉 集の 語彙 を 以て その ま.^ 奈良朝 全體の 語彙 を考 へて はならない ので あ 

る。 11 力 -サル の 語彙 は ガリア 戰記 にあら はれる 限りに おいて は 決して 廣 いものと は 云 ふ 事が 出來 ない。 統計に 取 

つ て见 たわけで はないけれ どもむ しろ 非常に 狹 いものと 云 ふべき であらう。 それ は 彼の 記述が 主として 軍事に 局限せ 

ら れてゐ るからで ある。 偉大な 人物の 彼が 他の 方面に 自己の 語彙 を 延ばして はゐ なかった と は 決して 考 へる 事 は出來 

ない。 反 對に鷓 外 は 非常に 語 * の範 圍の廣 かった 人で ある。 一 の 事 项を云 ひ 表 はすに 殆んど 無數の 表現 方法 を 持って 

ゐる。 しかし 彼 自身の 語彙、 第一 次 的の それ は どの 程度で あり、 どの 方向に 仲 張して ゐた であらう か。 所謂 標準語の 

語ュ i も、 幾多の 語彙が 交涉し 交錯して 一 の 中庸 的 目的に 供せられ る 用語集に すぎない。 範圍も 定まらなければ また 事 

實 表現 性 も 乏しい ものである、 元より 拘束力 はない。 嚴密 なる 意味に おける 語彙 は 個々 人の 如き 生活 統 一 者に のみ 認 

めら るべき もので あり、 ； S 會 にっき、 標準語に ついては むしろ S 語 集が 認めら るべき が至當 であらう。 或 言 一語の 語彙 

とい ふとき は赏は 第一 一次 的 語 を さして ゐ るので ある。 かくの 如く 論す るの は あまりに 厳密に すぎる とも 思 はれる で 

あらう。 しかし 作者の 用語 i^、 一社 會の所 pssffl 語範 圍) はた だ il 係 的に 存在す るの みであって、 關 係の 成立 如何 


一 14 


によって その 廣 さは 大幅に 振動す る。 その 振動の 極大 限 も 我々 は 明確に する ことが 出來 ない とい ふ 意味に おいて 無限 

と稱 する こと も出來 るで あらう。 仰 人の 第 一 次 的語麁 に ついても 我々 は 自ら その 範圍を 明確に 自覺 して ゐ ない。 卽ち 

限界が 分らない。 11 この 事に は 理由が ある。 

同 一 の 言語 耍素 もこれ を 使 W する 場合と 方法と によって その 惯似 は必す しも 一 定 して ゐ ない。 むしろ 用例と 共に 常 

に 價値を 易へ てゐ ると 云 ふこと が出來 るで あらう。 同一 の フネ (舟 • 船) なる 表現 も、 出船 入船、 黑船 などに おいて は 

少し づ&價 値の ズレが ある。 船 脚と いふ 場合の 船 は 最早 具體 的な 止まれる 船 を 示して は 居らない。 しかも 「走れる 船」 

でもなくて、 むしろ 「船の 定れる こと」 を あら はして ゐ るので ある。 言語 要素 は 使用の 度 毎に 具 體的價 俯 を 轉 じて ゆく 

ので ある。 その 極に は 忍 ひがけない 辜 も出來 る。 亂 luaii はもと S と！： じ H 总 味の 意義 質で、 字面の 分析に よっても 知 

られる 通り (台の 上で 兩手を 以て 繭 を ほぐす こと)、 繭 を 解く、 從っ てまた 一般に 物 を 整へ る 意味であった。 しかし 已 

に 整へ る もの を ほぐす こと は亂す ことになるの は當然 である。 治まれる 平和 を ほぐす jej は亂を なすこと になる ので あ 

る。 漢文の 亂の 字が 時に ォサ マ ルと讀 まれ また ミ ダス • ミグ ルと讀 ま しめられ るの は その はじめの ホグス なる 意味の 

あった 赛を 知らなければ ならない。 亂は はじめ 意味 的に 指向す ると ころ は 唯一 つ ホグス 事であった。 これが 相 反する 

二つに わかれた の は その 具體 的な 使用の 度 毎に 價： g にズ レ が出來 且つ 累積され て 行った からで あり、 しかも 或 時代の 

ISi 彙體系 は 常に 現 時 的な ものである こと は 我々 が 右に 見た 通りで ある。 單 語の. S 來は 問題に ならない。 亂は 和す ベ か 

ら ざる 反對の 意味 を 抱きながら 相對 立す る こと  >- なった のであった as:}o ドイツ語の auf  二 lebcm 「 棄 てる、 める」 

についても 「上へ = 揚げる」 から 同様に 理解す る ことが 出来る。 用例に 從 つて 意義 質 は 無^に 價 他 の數を 加す るので 
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あり、 增 加した 價 値の 或 もの は 遂に 全く 別の 意義 質と 考 へられる に 至る もの も ある。 語彙の 範圍は 限定の 外と 云 はな 

ければ ならない。 If また 言語に は 日本語の 「 …… さ」、 「 …… て」 (手)、 r …… や」 (屋 )、 その他 漢語の 「……人」 の 如く 

他の 語に ついて 新たに 語彙 要素 を 構成して ゆく 要素が ある (語 構成)。 これによ つて 形容詞 「美しい」 は 「美し さ」 なる 名 

詞を 構成し、 「捕る」 から 「捕り手」、 r 爲」 は シテを 作る。 しかして これらの 要素が 我々 の內的 言語に おいて 活潑に 活躍 

して 生命 を 失って 居らない 場合、 か k る 新 構成 語 は、 時々 刻々 必 耍に應 じて 無數 にあら はれ 來る ものと 思 はなければ 

ならぬ。 語 棠の廣 袤 は 無限の 彼方まで 仲び る ものと 思 はなければ ならぬ。 活動す る 言語の 語彙 は 無限で ある。 活ける 

言語の 語截に は 已存耍 素の 外に、 可能 的 潜在的なる 未然 的 要素が ある。 我々 が 自らの 語彙の 擴 がり を 知り 得ない 最も 

大きい 原因 は 恐らく は 語 養自體 のこの 性質の ためで あらう。 文法の 働き 方 も 同様に 無限で あるが、 語彙の 擴 がりも^ 

りがない。 擴 がりが 非常に 限定され てゐる やうに 思 はれる 幼兒の 語彙に ついても、 實際 はな かく 限定 出來 ない もの 

である (イエス ペル セン 言； 諸、 邦譯ニ 〇 九頁以 下)。 言語 はもと く 無限な ものである。 こ- r に ヴィル ヘルム • フォン • 

フ ン ボルトに 次の やうな 意味の 言葉が ある 11 「あらゆる 點 において * また あらゆる 時代に おいて、 一一 目 語 は 宛 も 自然 

と！： じく、 人間に 對 して 常に 無限なる ものと して あら はれる。 人が 如何 ほど 知り また 考 へて ゐ たにせ よ、 そこに は 常 

に 新しい ものが あり、 宛 も 無限の 坑道の 如くで ある。 精神 は 絡え やそこに 未知の もの を發 見し、 感性 は 未だ かくの 如 

くに は 感じられなかった もの を 常に 得る ので ある。 露に 新しい 偉大な 天 才を 以て 言語が 扱 はれる 度 毎に この 現象が 33- 

出される。 …… 」 (「人間 言語の 構造 的 種々 性に ついて」 プ 口 シャ *ァ 力 デミ ー 出版 フンボルト 全集 第 七 卷)。 言語 は 無限 

の 活動で ある。 H&B も 亦 この 活動の 無限 性の ま. -に 把握され たと き、 露の 姿が 把握され たと 云 ひ 得られる ので は ある 
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まい か c 「始め もなければ 終り もない 無限の」 統 一 體 では あるまい か。 

所謂 語 擧の闲 難 も、 事實は 文法より は 語彙に ある。 働く 無限の 語彙に 闢 して は 語 舉は眞 に 無限の 仕事で ある。 

0 「亂」 の 意味の ニ義 背反 性に ついては^に 小島 祐馬 博士の 解釋が ある。 二つの 意義 はこの 場合 r 辨證 法的」 關係 

にある と 云 はれる ので ある。 これ も 一 つの 解釋 である。 また 他の 說 では ォサ マルの 亂とミ ダルの 亂とは 元來字 

學の 上から 字が 別れた の だと も 云 はれて ゐる やうで ある。 從 つて それによ つて 表 はされ る單語 ももと く 別の 

もの だと 云 ふので あるら しい (この 亂の 字の 旁に ついては カルル グレ ンも 繭の 絲を たぐる liook であると する 

說を 取って ゐ る)。 11 なほこの 外に r 飽」 についても 「倦 ィ ティ ャ 二 ナル」 とい ふ 意義の 外に r 德ュ 飽ク」 の 如く 

「浸 リタ ノシ ム」 とい ふ 意義の ある ことに 注意して 置きたい。 同 様に 種々 の 解 釋の餘 地 も あるか も 分らない。 か 

うい ふ 例 は 支那の 古典に 相當 多い やうで ある。 —本^ は 新 村 先生の 御 示 敎に負 ふところが 多い。 

二 語彙の 廣さ (範 園) 

右の やうな 次第で あるから 語 養の 範圍を 明確に 限定す る こと は 非常に 困難な 仕 である。 形容詞が いくら、 名詞が 

いくつ、 動詞が 何程な どと はとても 算へ つくす ことが 出來る もので はない。 語 養 は 品詞の 1511 別な ど を 超越して 働く も 

ので ある。 もし 明確に 枠の 中に 仕切る ことが 出来るならば、 もはや それ は 3 呉に 働く； 一  一一 n 語の 一語 暴で はない。 これ は 第一 

次 的の， 語麁に つ い て も 第一 一 次 的の 語彙に つ いても 様の 1$ 柄で ある。 

のみなら す 單語は その 用 ゐられ る 瞬 §^ に 一 の全體 性と して 具體 的に 生ける 統一 體 であって、 赏際上 同一 の S 平語が 場 

■  0 た 盔の糜 さ 
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合々^ 管て 審な裏 を 繰りお すので はま。 ■ 眷語 活動 中に 存 する 限り 使 m せられる 際 I に 8 に 5 

勺で あり、 尝的 ではない。 この 點 t 云っても 活動す I 舊範圍 は I に 決定す I が 出来ない ので ある。 

しかしながら S に 活動す るに もせよ、 語彙 は 要するに 我 さ 手段で あり、 利用 せられる 財で ある。 何ら かの 方お 

を m ゐて 凡そのと ころ をで も I める ことが 出來 ない もので あらう か。 外部から 謹の 手段 を算 へて 行った ので は 右 

こも 明かに した 如く 實際 S がない。 外部から 行かないで 內 部から ゆく ので ある。 --i 1.<の讓 質から ゆ 

かないで g から、 意味から ゆく ので ある。 私 は具體 的に 試みつ くし た譯 ではない けれども、 かう すれば 語 害大體 

の囊は 推知せられ やうと 思 ふ。 のみなら や これによ って語彙の 新ら しい 性格 も II、  ii 置と 他の 語 

3 し に r^I?^ つ ノ  (151t>/t- もな く、 我國で な 古く 節用集 あたり 力ら 

彙 との 比較 も 出來る だら うと 思 ふので ある これ は 全^ 私の^ら しい 考 へて 

試みられて ゐる きろで あるが、 た I はこれ を I にし、 新ら ヒ II かう とする に 過ぎな V 

それ は 節用集の やうに 

1 時間 (この 中には 時 剥 關係も 含ませる) 

1  一 i& 間、 位置、 形 

三 量 (多い さ、 大きさ、 數 …… ) 

四 事象 (出來 w^、 闢係 性、 本質 性 …； ) 

五 視覺 世界 

. 六 無機 世界、 物質 


などと 大^して ゆき、 精神 方面に おいても 

思考 

感覺  . 

科舉 (擧 問) 

などと /il ゆく。  iiif き| 二十 liili  I 

下に 更に 小 別け して 第一 項なら ば- 

ィ 時間 關係  一 "4 

口 過去 

ハ 現在 

- 未來 

その他 

同時 

. 直ちに 

後程  I  こ-, 一.； v\-tni^u ー「§統」などとぃふ項をも設けねばなる 

とか 云 ふやう に 小 別け して ゆく。 その他 「遲 く」 とか 「I」 と 力 まナ S 々ヒ. i -」 

0  il^  G 廣 さ 


19  ― 


まい。 そして その 各々 單に 名詞 • 動詞 • 形容詞 • 副詞の みならす、 間投詞 は问 より、 助 辭ゃ接 續詞ゃ 身振り を 明らか 

に 想像せ しめる やうな 表現 手段まで 入れて ゆき、 更に は それに 關 係した 內容を 持つ 語 構成要素まで 入れて ゆく ので あ 

る。 固より 所謂 熟語 や 合成， 語 も 略して はならない。 

例へば 右の 「同時」 とい ふ 項に ついては  - 

同時、 12 時 性、 共存、 共榮、 共立 …… 

時代、 同時代 性 …… 

共 時、 共 時 性、 共 時 態 ……  ： 

今の 世、 同じ年、 同時代 人 …… 

の 如き 名詞の 外 

落ち合 ふ、 足 並 を そろへ る、 手を携 へる、 雁行す る、 共存す る、 伴 ふ、 隨伴 する、 連なる …；  - 

の 如き 動詞、 また これらに 應 する 形容詞、 その他 

その 時、 時に、 共に、 一 度に、 一 諸に 

の 如き 副詞 

手に 手 を、 相 共に  ， 

の やうな 熟 Si 
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とい つた 風の 「身振りの 言 ii」 など も收錄 する 0 である。 勿論 かう した 框は 集められる 表現 手 に應 じて 設けら るべき 

であって はじめから 動きの とれない ものであって はならない。 新しい 框が 必要ならば その 言語の 語截、 或は その 時代 

の その 言語の 語麁は その 方面に 非常に 表現 活動 をして ゐる こと になる ので ある。 そし て 我々 がか、 る 分類 をす るの 

は、 もとく 語龜の 表現 活動の 分野 を 知る ためで ある。 

かう すれば、 我々 は 或 一 つの 概念 或は 意味、 或は 要するに 內容に 11 して その 語 養が 如何 辟豐 富で あり、 如何程 表現 

的に 嚴密 であり 如何程 微妙で あるか を 知る ことが 出來 る。 のみなら すまた かくする 1* によって その 語彙の 表現 的の 强 

みは 何れの 方面に あり、 弱み は 何れの 方面に あるか を 知る ことが 出来る。 從 つて 他の 言語の 語 戴に 比較して 方面 的强 

弱の 判斷 が出來 る。 強弱の 質 も 知る 事が 出來 る。 ^a! の數 によって 語< (^の 廣さを 推知す る も出來 る。 

一 體 人間 は 內界と 外界 を 問 はす その 有する 世界の 現象 を 明確に 把握した 場合に は 言語に おいて 明瞭な 獨立 的の 表現 

を與 へ、 不明確な 把握に は 關 係 的に 表現して ゐる ものである。 無關心な抵界には表現を^^しなぃ。 從っ てこの 關係を 

逆に 云って 外来語 を 受け入れた 場合に は 或は 新しい 認識 を賊與 せられた ことにな り、 或は 新しい 認識の 仕方、 新しい 

感覺の 起し 方を覺 えた ことになる。 卽ちその|^|1龜にょって或る時代のその言語團體の有っ文化世3^を親ふことが出來 

る。 勿論このためには網維的に軍；^|1を取扱はなければならなぃ。 そして 横斷面 的に、 所 is 共 時 的に。 

一般の 流通- _r たけで なく、 特殊な 社會の まで も、 高低 を^ はすに。 

語ム紫の硏究もこの程度に至れば研究^1<;の母國；誹にぉぃて^ なければ出來なぃ(しかも、 我々 の 母國語 は 切に これ を 

要望して ゐ るので ある )o 

£ の K さ 


こ. -で私 は 方言 研究に 望みたい ことがある。 牛； 活が 違へば 認識 も 異なり、 感覺も 等しくない 害で ある。 方言の 研究 

や 整理に あたって は單に 表現の 外的なる ものに 捉 はれす に內 的なる もの、 意味に 重き を 置いて ほしいの である。 與へ 

られた 標準語の 單 語に あたる 方言 語彙 を 漁ったり、 與 へられた 框の中 だけで 仕箏 をせ すに 自 ぬに 框を 立て 表現 を 集め 

て 戴きたい ので ある。 親族 關 係の やうな ものにしても、 地方に よって は 我々 の 知らない 關 係が あり、 感じ 方 見方が あ 

り、 表現 や 云 ひま はしが それらに あらう と 思 はれる。 親族 關係 もい つの 世に も、 また どこ へ 行つ て も 同 一 であると い 

ふ譯の もので はない ので ある。 簡單に 云っても ドイツと 口 シャ では 非常に 異なる ものが あり、 しかも 何れも 時代に よ 

つて — 僅かの 時の 隔 りの 中に 11 變 化が あり、 表現 も變 化し 交替して ゐ るので ある。 11 思考 や 感覺の 次に おいて 

は 殊に さう であらう と 思 ふ。 何れにしても 意味 內容に 重き をお き嚴密 でなければ ならない と 思 ふ。 方言 を 文擧に 利用 

したいと 云 ふの も 新し い 内容 新しい 咸： 覺が ほしいからの 企な ので ある。 さう でなければ 折角の 企 も 無意味で あり 有害 

である。 方言に おける 語麁の 測定 は重耍 であると 思 ふ。  • 

以上の 外、 語 戴の 研究と して は アリス トテレ ー スも觸 れてゐ る やうな 語彙の 魔術 的 効 ra^ の 研究、 ュ ー フォ  一一， I の硏 

究 (ュ ー フ *  二 ー と 云っても „nsf 語に 關 しての 場合と 「云 ひま はし」 に關 して の 場合と が ある)、 或は 象徴的 價 値の 研究 (註) 

など も與味 ある もので は ある けれども それら は 語彙の 特殊 問題に 屬 する もので あ り (そして 私 も 曾て 部分的ながら 觸 

れた ことがあり)、 全體 としての 語 戴の 一般的 研究に は 直接 顧 係し ないから ここに は觸れ ない。 

a この 方面で は 日本語に も 多くの 與味 深い 例が あるが、 私が 兼ね 翁ね 最も カ强く 感じて ゐ るの はホメ ー ロスの 


イリ ヤス 第 一 卷四 十九 行の dein§  de lilagg§  genet-  argureoio  bioio. (直譯 「怖ろ しき i! ぞ 銀の 弓より 立ちに 

ける」) の 最後の 二 一?;i (「銀の 弓」) である。 る io  bioio の 一 一 額 脚に は 如何にも 强ぃ 弓弦の.^ -り 響く 感じが あるで は 

ないか。 

語彙の 問題 を 終へ るに 當 つて 云 ひ 落す ことの 出來な いのは 品詞の 問題で ある。 この 問题は 非常に 難 かしい。 日本で 

も 西洋で も 古くから 多くの 試みが あるが、 何れも 最終の 解決に 達した ものと は 思 はれない。 この 問題の 困難な の は 語 

戴が 品詞に 別け 切られない 事に ある。 常に 剩餘 を殘す ことに ある。 品詞 論に 關 する 種 f の 角度から する 多くの 試み は 

すべて この 剩餘を 割り切らう とする 試みで あると 云 ふこと が出來 る。 しかし 前に も 述べた 如く 働く 語彙 は その 廣 がり 

において 無限で あり、 その 組織に おいて lEil 劃 を 超越した 述續體 である。 別け 切らう とする 限り、 何れの 品詞 論 も、 自 

ら 破綻す るか、 或は 對象を 殺す かの 何れ かで ある。 —— この 問題に 關 する 最近の 著作の 比較的す ぐれた ものと して 次 

の 一 一つ を 擧げて 置きたい。 .V ぶ ggo  BlcSudal,  ol.dklasserne.  Partes  crationis.  (studier  §er  de  sproglige  JKttego 

rier). コ ペン ハ ー ゲン、 一九二 八。 及び 同人 著 Mol.fologi  S?  syiitax.  Nyo  V.drag  til  sprogets  tlieori. コ ペン ハ 1 

ゲン、 一 九 一三 1。 
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